
法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て岩

谷

隆

法

【
抄
録
】

現
存
の
『
大
経
釈
』
は
成
立
当
初
の
姿
で
は
な
く
、
後
世
に
広
本
『
選
択
集
』

と
校
合
編
集
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
現
存
諸
本
の
比
較
だ
け
で
は
『
大
経
釈
』

の
本
来
の
姿
や
テ
キ
ス
ト
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ

で
現
在
よ
り
も
古
い
形
態
の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
、
中
世
法
然

門
下
の
『
大
経
釈
』
の
引
用
に
着
目
し
、
そ
れ
を
も
と
に
考
察
を
加
え
た
。

①
聖
冏
『
直
牒
』
に
は
広
本
同
文
箇
所
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
、
ま
た
良
忠

『
決
答
鈔
』
に
は
広
本
同
文
箇
所
の
取
意
文
と
考
え
ら
れ
る
引
用
が
見
ら
れ
た
。

②
門
下
の
引
用
の
中
に
は
い
く
つ
か
現
存
の
テ
キ
ス
ト
に
は
存
在
し
な
い
文
が

見
ら
れ
た
。
検
討
の
結
果
、
い
ず
れ
も
典
拠
の
誤
記
等
と
推
察
で
き
、
門
下
所
見

当
時
の
『
大
経
釈
』
に
存
在
し
た
文
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

以
上
に
よ
り
、『
大
経
釈
』
の
原
初
形
態
に
関
す
る
手
掛
か
り
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
中
世
の
法
然
門
下
が
見
て
い
た
『
大
経
釈
』
も
現
存
テ
キ

ス
ト
と
大
差
の
な
い
形
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
法
然
、
法
然
門
下
、
三
部
経
釈
、
無
量
寿
経
釈
、
大
経
釈

は
じ
め
に

「
三
部
経
釈
」（『
無
量
寿
経
釈
』『
観
無
量
寿
経
釈
』『
阿
弥
陀
経
釈
』
の
総

称
）
は
、
法
然
上
人
（
以
下
、
諸
師
敬
称
略
）
が
、
俊
乗
房
重
源
の
請
い
に
応
じ
、

東
大
寺
に
お
い
て
浄
土
三
部
経
を
講
じ
た
際
の
講
義
録
と
し
て
伝
わ
る
も
の
で
あ

る
。
成
立
は
文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
頃
と
さ
れ
、
従
来
、『
選
択
集
』
や
『
逆

修
説
法
』
と
同
じ
く
教
義
書
的
な
部
類
の
文
献
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る(1

)。
し
か

し
、
現
存
す
る
「
三
部
経
釈
」
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
江
戸
期
の
版
本
で
あ
り
、
す

べ
て
の
版
に
お
い
て
『
選
択
集
』（
広
本
）
の
文
章
と
一
致
す
る
箇
所
が
認
め
ら

れ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
現
存
諸
本
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
は
「
三
部
経
釈
」
成

法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

（
岩
谷
隆
法
）

一
三
五



立
当
初
（
原
初
形
態
）
の
文
章
や
内
容
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
三
部
経
釈
」
は
法
然
浄
土
教
思
想
の
成
立
過
程

を
知
る
上
で
重
要
な
文
献
と
さ
れ
つ
つ
も
、
取
り
扱
い
に
は
注
意
を
要
す
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
「
三
部
経
釈
」
の
研
究
史
を
振
り
返
り
、
今
一
度
「
三
部
経

釈
」
が
ど
の
よ
う
な
文
献
で
あ
る
か
に
つ
い
て
お
さ
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

そ
の
上
で
、
本
稿
で
は
「
三
部
経
釈
」
の
う
ち
『
無
量
寿
経
釈
』（
以
下
『
大

経
釈
』）
を
取
り
上
げ
る
。
中
世
の
法
然
門
下
な
ら
ば
、
現
存
の
『
大
経
釈
』
よ

り
も
原
初
形
態
に
近
い
姿
の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、

彼
ら
の
著
述
文
献
内
に
あ
る
『
大
経
釈
』
の
引
用
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
引
用
文
と
現
存
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
門
下
在
世
当
時
の
『
大
経

釈
』
と
現
存
テ
キ
ス
ト
と
の
間
柄
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

な
お
、
本
稿
で
取
り
扱
う
法
然
門
下
の
文
献
は
、『
浄
土
宗
全
書
』
正
篇
に
所

収
さ
れ
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る(2
)。

限
定
的
な
範
囲
で
は
あ
る
が
、『
大
経
釈
』

テ
キ
ス
ト
の
成
立
過
程
を
探
る
一
端
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
、「
三
部
経
釈
」
に
つ
い
て

『
選
択
集
』
同
文
箇
所
を
め
ぐ
っ
て

「
三
部
経
釈
」
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
問
題
と
し
て
、『
選
択
集
』
同
文
箇
所
の

存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
注
目
し
て
、
そ
の
研
究
史
を
概
観
す
る
。

管
見
の
限
り
、
古
く
は
大
正
十
三
年
、
大
須
賀
秀
道
氏
に
よ
る
指
摘
に
始
ま
る
。

大
須
賀
氏
は
、『
選
択
集
』
編
集
の
際
、「
三
部
経
釈
」
を
参
考
資
料
と
し
て
い
た

な
ら
ば
、
同
文
一
致
箇
所
が
あ
る
こ
と
は
自
然
と
考
え
ら
れ
る
が
、
草
稿
本
で
あ

る
廬
山
寺
本
で
は
文
章
を
抹
消
添
補
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、「
三
部
経
釈
」
の

よ
う
な
成
文
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
三
部
経
釈
」
が
廬
山
寺
本
の
底
本

と
な
っ
た
こ
と
は
有
り
得
な
い
と
し
て
、
集
前
釈
後
（『
選
択
集
』
が
前
、「
三
部

経
釈
」
が
後
の
成
立
）
と
結
論
づ
け
た(3

)。

大
正
十
四
年
、
今
岡
達
音
氏
は
、「
三
部
経
釈
」
に
お
け
る
『
選
択
集
』
同
文

箇
所
は
後
学
の
付
加
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
大
須
賀
氏
の
説
に
反
し
て
、

「
三
部
経
釈
」
の
原
初
形
態
の
成
立
を
『
選
択
集
』
の
前
に
置
い
た
の
で
あ
る(4
)。

昭
和
十
六
年
、
石
井
教
道
氏
は
、
現
存
の
「
三
部
経
釈
」
は
後
日
筆
写
し
た
者

が
『
選
択
集
』
に
よ
っ
て
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
つ
つ
、
今
岡
氏

と
同
じ
く
釈
前
集
後
と
し
た(5

)。
ま
た
石
井
氏
は
、
法
然
の
思
想
史
を
法
然
文
献
中

に
見
ら
れ
る
「
選
択
」
の
語
に
着
目
し
、
第
一
万
行
随
一
の
念
仏
期
・
第
二
本
願

念
仏
期
・
第
三
選
択
念
仏
期
の
三
期
に
分
け
、「
三
部
経
釈
」
を
『
逆
修
説
法
』

『
選
択
集
』
と
同
じ
第
三
期
に
配
し
た
の
で
あ
る(6

)。

こ
の
石
井
氏
の
思
想
史
的
文
献
区
分
を
受
け
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、「
三

部
経
釈
」
は
『
選
択
集
』
の
草
本
と
な
っ
た
筆
録
で
あ
り
、
部
分
的
な
文
章
の
一

致
は
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
な
見
解
が
容
認
さ
れ
、「
三
部
経
釈
」
は
法
然
の
思

想
変
遷
を
論
じ
る
研
究
に
も
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る(7

)。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
昭
和
六
十
三
年
、
岸
一
英
氏
は
、「
三
部
経
釈
」
の

書
誌
的
問
題
点
を
種
々
指
摘
し
、
現
在
伝
わ
る
テ
キ
ス
ト
に
は
、「
新
層
」（
後
世

に
編
集
が
加
え
ら
れ
た
部
分
）
と
「
古
層
」（
成
立
当
初
か
ら
あ
る
部
分
）
と
が

考
え
ら
れ
る
と
提
起
し
た
。
そ
し
て
『
選
択
集
』
同
文
箇
所
等
は
、
明
ら
か
に
後

世
の
挿
入
（
新
層
）
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
、
現
存
の
「
三
部
経
釈
」
は
本
来

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号
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の
姿
（
原
形
）
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
た(8

)。
そ
の
後
も
岸
氏
は
、
同
文
箇
所
の

『
選
択
集
』
が
、
い
わ
ゆ
る
広
本
系
統
の
『
選
択
集
』
の
文
章
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し(9

)、
ま
た
古
層
の
復
元
案
を
提
供
す
る
な
ど
し
て(10

)、
新
た
な
視
点
か
ら

「
三
部
経
釈
」
の
テ
キ
ス
ト
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

平
成
十
一
年
、
林
田
康
順
氏
は
、「
三
部
経
釈
」
に
説
か
れ
る
「
選
択
」
思
想

に
疑
義
を
呈
し(11

)、「
三
部
経
釈
」
に
見
ら
れ
る
「
選
択
」
の
関
連
用
語
お
よ
び

『
選
択
集
』（
広
本
）
同
文
箇
所
等
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
施
し
た
。
そ
の
結

果
、「
三
部
経
釈
」
に
お
け
る
『
選
択
集
』（
広
本
）
同
文
箇
所
は
、「
三
部
経
釈
」

の
成
立
当
初
の
思
想
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
、
後
世
に
付
加
編
集
さ
れ
た
箇
所

で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
の
で
あ
る(12

)。
さ
ら
に
林
田
氏
は
、
法
然
の
思
想
成
立
過

程
の
面
か
ら
み
て
、
東
大
寺
講
説
時
点
で
は
、
選
択
思
想
や
勝
劣
難
易
義
（
同
文

箇
所
）
な
ど
が
未
成
立
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る(13

)。

近
年
に
お
い
て
も
、
井
上
慶
淳
氏(14

)や
下
端
啓
介
氏(15

)が
岸
氏
の
新
層
古
層
説
や
林

田
氏
の
論
考
を
踏
ま
え
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
先
学
の
多
く
は
「
三
部
経
釈
」
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
い
わ

ゆ
る
東
大
寺
講
説
時
に
お
け
る
原
初
形
態
（『
選
択
集
』
撰
述
以
前
の
教
学
思
想

を
伝
え
る
も
の
）
の
存
在
を
想
定
し
つ
つ
、
現
存
の
「
三
部
経
釈
」
自
体
は
、
後

世
、
広
本
『
選
択
集
』
と
校
合
編
集
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る(16

)。

二
、
法
然
門
下
に
お
け
る
『
大
経
釈
』
の
引
用
の
整
理
と
検
討

現
在
伝
わ
っ
て
い
る
『
大
経
釈
』
の
諸
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
版
『
無
量
寿
経
釈
』

②
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
版
『
無
量
寿
経
釈
』

③
無
刊
記
木
活
字
版
『
大
経
直
談
要
註
記
』
巻
一
所
収
本

④
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
版
『
大
経
直
談
要
註
記
』
巻
一
所
収
本

⑤
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
版
『
大
経
直
談
要
註
記
』
巻
一
所
収
本

⑥
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
新
本
『
漢
語
燈
録
』
巻
一
所
収
本

い
ず
れ
も
江
戸
期
の
版
本
で
あ
り(17

)、
す
べ
て
の
版
に
お
い
て
、
広
本
『
選
択
集
』

の
文
章
と
同
文
一
致
す
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
研
究
上
、
①
寛
永
版
が
広
く
用

い
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
現
存
諸
本
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
は
、『
大
経
釈
』

の
原
初
形
態
は
も
と
よ
り
、
い
つ
頃
か
ら
現
在
の
よ
う
な
形
態
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
さ
え
明
ら
か
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う(18

)。

で
は
、
少
な
く
と
も
現
在
我
々
が
目
に
す
る
『
大
経
釈
』
よ
り
も
古
い
形
態
の

テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
中
世
の
法
然
門
下
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態

の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
た
の
か
、
ま
た
彼
ら
は
『
大
経
釈
』
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
門
下
諸
師
の
著
述
文
献
内
に
見
ら
れ
る
『
大
経

釈
』
の
引
用
文
に
着
目
し
、
そ
れ
を
も
と
に
考
察
し
て
み
た
い
。

法
然
門
下
の
『
大
経
釈
』
の
引
用
を
整
理
す
る
と
次
頁
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

（
岩
谷
隆
法
）

一
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№
①
作
者

②
書
名

③
『
浄
全
』
の
巻
・
頁

④
引
用
文

⑤
引
用
の
内
容
分
類

⑥
対
応
す
る
『
大
経
釈
』

（
昭
法
全
）
の
頁

⑦
寛
永
版
と
の
異
同
数

1
長
西
(1184-1266）

『
選
択
本
願
名
対
決
』

八
・
438頁

初
大
意
者
釈
迦
世
捨
無
勝
浄
土
…

大
意

67頁
10箇
所

2
『
選
択
本
願
名
対
決
』

八
・
440頁

此
中
一
向
念
佛
往
生
一
設
我
…

第
十
八
願
文
釈

87頁
8箇
所

3
『
念
仏
本
願
義
』

八
・
456-457頁

依
經
文
別
釋
念
佛
者
有
七
一
者
…

七
文
提
示

87頁
10箇
所

4
『
念
仏
本
願
義
』

八
・
457頁

一
設
我
得
佛
十
方
衆
生
乃
至
…

第
十
八
願
文
釈

87頁
6箇
所

5
『
念
仏
本
願
義
』

八
・
457頁

問
見
三
輩
文
念
佛
外
設
諸
行
業
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

88-90頁
12箇
所

6
『
念
仏
本
願
義
』

八
・
458頁

三
廃
助
念
及
諸
行
明
但
念
佛
者
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
5箇
所

7
『
念
仏
本
願
義
』

八
・
458頁

至
流
通
初
廃
助
念
諸
行
二
門
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
1箇
所

8
良
忠
(1199-1287）

『
般
舟
讃
私
記
』

四
・
551頁

天
台
眞
言
皆
雖
名
頓
教
斷
惑
之
…

頓
漸
判
論

68頁
4箇
所

9
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』
三

七
・
251頁

修
往
生
業
有
三
意
一
但
念
佛
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
0箇
所

10
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』
上

十
・
33頁

念
佛
者
或
觀
佛
相
好
或
觀
光
明
…

称
念
の
三
想
に
つ
い
て

79-80頁
0箇
所

11
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』
上

十
・
36頁

正
定
業
者
二
百
一
十
億
諸
佛
淨
土
中
選
定
行
故
名
正
定
業

〈
文
〉

正
定
業
に
つ
い
て

取
意
文
か
。
広
本
『
選
択
集
』
同
文
箇
所
（
81頁
）
に

類
似
す
る
説
示
が
あ
る
。

12
『
浄
土
宗
要
集
』
一

十
一
・
7頁

天
台
眞
言
皆
雖
頓
教
斷
惑
證
理
故
猶
是
漸
教
也
〈
取
意
〉

頓
漸
判
論

68頁
取
意
文

13
『
浄
土
宗
要
集
』
三

十
一
・
64頁

但
念
佛
往
生
助
念
佛
往
生
但
諸
行
往
生
〈
已
上
〉

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

88頁
。
寛
永
承
応
版
に
「
但
諸
行
往
生
」
の
語
は
な
い
。

義
山
版
・
要
註
記
本
に
は
こ
の
語
が
あ
る
。

14
持
阿
(？
-1314）

『
選
択
決
疑
鈔
見
聞
』
一
之
下

七
・
692頁

天
台
眞
言
皆
雖
名
頓
教
斷
惑
…

頓
漸
判
論

68頁
2箇
所

15
『
選
択
決
疑
鈔
見
聞
』
三
之
本

七
・
781頁

中
下
二
輩
來
迎
佛
是
無
忽
有
化
身
〈
已
上
〉

来
迎
仏
・
化
仏
に
つ
い
て

『
大
経
釈
』
に
は
見
ら
れ
な
い
文
章
で
あ
る
。「
大
經

釋
〈
黒
谷
〉
云
ク
」
と
し
て
引
用
す
る
が
、
内
容
は

『
観
経
釈
』『
逆
修
説
法
』
の
説
示
に
近
い
。

16
『
選
択
決
疑
鈔
見
聞
』
三
之
本

七
・
792頁

今
三
輩
文
有
但
念
佛
義
有
助
念
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

90頁
1箇
所

17
了
恵
(1243-1330）

『
選
択
集
大
綱
抄
』
上

八
・
3頁

天
台
眞
言
皆
雖
名
頓
教
斷
惑
…

頓
漸
判
論

68頁
4箇
所

18
『
選
択
集
大
綱
抄
』
上

八
・
18頁

修
往
生
業
有
三
一
但
念
佛
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
1箇
所

19
『
選
択
集
大
綱
抄
』
上

八
・
18頁

二
釋
餘
諸
行
者
求
極
樂
者
…

往
生
行
業
・
諸
行
の
説
示

80頁
0箇
所

20
『
選
択
集
大
綱
抄
』
上

八
・
25頁

但
諸
行
往
生
〈
已
上
〉

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

88頁
。
寛
永
承
応
版
に
「
但
諸
行
往
生
」
の
語
は
な
い
。

義
山
版
・
要
註
記
本
に
は
こ
の
語
が
あ
る
。

21
『
選
択
集
大
綱
抄
』
中

八
・
31頁

上
來
迎
等
願
中
及
次
三
輩
文
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
1箇
所

22
『
選
択
集
大
綱
抄
』
中

八
・
32頁

今
三
輩
文
有
但
念
佛
義
有
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

90頁
3箇
所

23
『
選
択
集
大
綱
抄
』
中

八
・
32頁

上
本
願
願
成
就
文
雖
明
但
念
佛
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
1箇
所

24
『
選
択
集
大
綱
抄
』
中

八
・
32頁

依
之
諸
往
生
行
者
於
但
念
佛
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
1箇
所

25
『
選
択
集
大
綱
抄
』
中

八
・
37頁

上
本
願
願
成
就
文
雖
明
但
念
佛
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
2箇
所

26
『
無
量
寿
経
鈔
』
二

十
四
・
57頁

時
有
國
王
離
垢
淨
王
歟
無
諍
念
…

四
十
八
願
興
意
・
弥
陀
因
位

の
名
に
つ
い
て

69頁
1箇
所

27
『
無
量
寿
経
鈔
』
三

十
四
・
94頁

上
來
迎
等
願
中
及
次
三
輩
文
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
1箇
所

28
『
無
量
寿
経
鈔
』
四

十
四
・
115頁

付
此
有
疑
上
念
佛
往
生
願
不
嫌
…

女
人
往
生

75-76頁
5箇
所

29
『
無
量
寿
経
鈔
』
六

十
四
・
167頁

修
往
生
業
有
三
一
但
念
佛
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
1箇
所

30
良
堯
(1251-1328）

『
決
疑
鈔
見
聞
』
三

七
・
408頁

佛
以
一
音
演
説
法

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

90頁
0箇
所

【
法
然
門
下
に
お
け
る
『
大
経
釈
』
の
引
用
整
理
表
（『
浄
全
』
正
篇
所
収
文
献
の
み
）】

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号
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31
聖
冏
(1341-1420）

『
決
疑
鈔
直
牒
』
六

七
・
542頁

諸
師
別
云
十
念
往
生
願
者
…
稱
念
皆
生
〈
廣
選
擇
全
同
之
〉

第
十
八
願
文
の
呼
称

74頁
（
広
本
同
文
箇
所
）

2箇
所

32
『
決
疑
鈔
直
牒
』
七

七
・
548頁

今
三
輩
文
有
但
念
佛
義
有
助
念
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

90-91頁
2箇
所

33
『
決
疑
鈔
直
牒
』
七

七
・
557頁

四
分
十
誦
梵
網
持
地
等
大
小
經
論

戒
経
に
つ
い
て

93頁
取
意
文

34
『
一
枚
起
請
之
註
』

九
・
3頁

有
諸
宗
諸
家
甚
深
理
觀
之
行
…

諸
宗
諸
家
に
つ
い
て

96頁
4箇
所

35
『
二
蔵
義
見
聞
』
一

十
二
・
363頁

曇
鸞
法
師
立
二
敎
一
難
行
道
敎
二
易
行
道
敎
〈
矣
〉

難
易
二
道
教
に
つ
い
て

引
用
前
に
「
吉
水
大
經
私
記
云
」
と
あ
る
が
、
現
存
諸

本
に
は
見
ら
れ
な
い
文
章
で
あ
る
。

36
『
浄
土
二
蔵
鋼
維
義
』

十
二
・
578-579頁

次
以
橫
截
五
惡
趣
文
分
別
二
門
…

頓
漸
判
論

68頁
3箇
所

37
『
浄
土
略
名
目
図
見
聞
』
上

十
二
・
688頁

曇
鸞
法
師
立
二
敎
一
難
行
道
敎
二
易
行
道
敎
〈
已
上
〉

難
易
二
道
教
に
つ
い
て

N
o.32と

同
じ
引
用
文
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
引
用
前
に

「
高
祖
大
經
私
記
云
」
と
あ
る
。

38
良
栄
(1342-1428）

『
浄
土
宗
要
集
見
聞
』
一
之
二

十
一
・
249頁

天
台
眞
言
皆
雖
名
頓
教
…

頓
漸
判
論

68頁
0箇
所

39
『
浄
土
宗
要
集
見
聞
』
二
之
二

十
一
・
401頁

十
九
來
迎
引
接
誓
廿
係
念
定
生
願
〈
已
上
〉

第
十
九
、
二
十
願
の
呼
称

75頁
「
來
迎
引
接
亘
男
女
繫
念
定
生
願
」
の
取
意
か
。

了
恵
『
尊
問
愚
答
記
』（『
続
浄
』
九
88頁
）
に
も
同
文

あ
り
。
注
記
掲
載
井
上
論
文
130頁

参
照
。

40
聖
聡
(1366-1440）

『
法
事
讃
私
記
見
聞
』
下

四
・
131頁

本
願
至
心
信
樂
欲
生
我
國
觀
經
三
心
小
經
一
心
皆
三
心
也

〈
矣
〉

三
心
に
つ
い
て

「
大
經
私
記
云
」
と
し
て
引
用
す
る
が
現
存
諸
本
に
は

見
ら
れ
な
い
文
章
で
あ
る
。

41
『
大
経
直
談
要
註
記
』
八

十
三
・
107頁

時
有
國
王
離
垢
淨
王
歟
無
諍
…

弥
陀
因
位
の
名
に
つ
い
て

69頁
1箇
所

42
『
大
経
直
談
要
註
記
』
二
十

十
三
・
249頁

修
往
生
業
有
三
意
一
但
念
佛
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
1箇
所

43
『
大
経
直
談
要
註
記
』
二
十
四

十
三
・
302頁

上
本
願
願
成
就
文
雖
明
但
念
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
6箇
所

44
『
大
経
直
談
要
註
記
』
二
十
四

十
三
・
302頁

上
逗
機
縁
且
雖
明
助
念
佛
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
5箇
所

45
『
當
麻
曼
陀
羅
疏
』
八

十
三
・
476-477頁

別
約
女
人
發
願
云
設
我
得
佛
…

女
人
往
生

75-78頁
22箇
所

46
無
絃
(？
-1640）

『
大
原
談
議
纂
述
鈔
』
上

十
四
・
807頁

道
綽
禅
師
釋
此
經
横
截
五
惡
…

頓
漸
判
論

68頁
2箇
所

47
懐
音
(？
-1714）

『
諸
家
念
佛
集
』
九

十
五
・
798-799頁

上
本
願
願
成
就
文
雖
明
但
念
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
0箇
所

48
義
山
(1647-1717）

『
無
量
寿
経
隨
聞
講
録
』
下
二

十
四
・
522頁

廢
助
念
及
諸
行
明
但
念
佛
者
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
正
徳
版
に
依
る

49
『
無
量
寿
経
隨
聞
講
録
』
下
二

十
四
・
522頁

擧
一
念
況
十
念
等
者
謂
此
文
…

願
成
就
文
の
一
念
に
つ
い
て
91-92頁

正
徳
版
に
依
る

50
『
無
量
寿
経
隨
聞
講
録
』
下
二

十
四
・
527頁

始
皇
之
燒
五
經
而
不
失
誦
…

始
皇
帝
五
経
の
例

96頁
正
徳
版
に
依
る

51
『
無
量
寿
経
隨
聞
講
録
』
下
二

十
四
・
529頁

此
經
説
次
即
似
觀
經
付
屬
念
佛

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

91頁
正
徳
版
に
依
る

52
『
観
無
量
寿
経
隨
聞
講
録
』
上

十
四
・
533頁

天
台
眞
言
皆
頓
教
然
彼
斷
惑
…

頓
漸
判
論

68頁
正
徳
版
に
依
る

53
『
円
光
大
師
行
状
絵
図
翼
賛
』
十
八
十
六
・
302-303頁

上
の
念
佛
往
生
の
願
は
男
女
を
…

女
人
往
生

75-78頁
三
十
五
願
釈
を
要
約
し
、

和
文
体
に
し
た
も
の

54
大
玄
(1680-1756）

『
浄
土
頌
義
探
玄
鈔
』
上

十
二
・
596頁

天
台
眞
言
雖
名
頓
教
斷
惑
證
理
…

頓
漸
判
論

68頁
取
意
文

55
『
浄
土
頌
義
探
玄
鈔
』
中

十
二
・
621頁

天
台
眞
言
雖
名
頓
教
斷
惑
證
理
…

頓
漸
判
論

68頁
正
徳
版
に
依
る

56
『
浄
土
頌
義
探
玄
鈔
』
中

十
二
・
627頁

眞
言
天
台
雖
名
頓
教
斷
惑
證
理
…

頓
漸
判
論

68頁
正
徳
版
に
依
る

57
妙
瑞
(？
－
1778）

『
徹
選
択
集
私
志
記
』
上

八
・
152頁

時
有
國
王
名
離
垢
淨
王
聞
佛
…

四
十
八
願
興
意
・
弥
陀
因
位

の
名
に
つ
い
て

69頁
正
徳
版
に
依
る

58
『
徹
選
択
集
私
志
記
』
下

八
・
242頁

今
三
輩
文
有
但
念
佛
義
有
助
念
…

但
念
助
念
但
諸
行
の
三
義

90-91頁
正
徳
版
に
依
る

59
『
鎮
西
名
目
問
答
奮
迅
鈔
』
二

十
・
475頁

所
言
等
者
指
上
三
經
全
非
等
取
…

読
誦
正
行
に
つ
い
て

81頁
正
徳
版
に
依
る

法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

（
岩
谷
隆
法
）

一
三
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【
凡

例
】

一
、
本
表
は
、『
浄
土
宗
全
書
』
正
篇
（
以
下
『
浄
全
』）
所
収
の
法
然
門
下

の
文
献
内
に
お
け
る
『
大
経
釈
』
の
引
用
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
①
作
者
、
②
書
名
、
③
『
浄
全
』
巻
数
・
頁
数
、
④
引
用
文
、
⑤
引
用

の
内
容
分
類
、
⑥
対
応
す
る
『
大
経
釈
』（『
昭
法
全
』）
の
頁
数
、
⑦

寛
永
版
と
の
文
字
の
異
同
数
の
七
つ
の
項
目
を
設
け
た
。

一
、
備
考
が
あ
る
場
合
は
、
⑥
⑦
の
欄
に
略
記
し
た
。

一
、
本
表
作
成
に
際
し
て
、
ウ
ェ
ブ
上
の
「
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
を
利
用
し
た
。
検
索
用
語
は
「
大
経
釈
」「
大
経
私
記
」

「
釈
」「
私
記
」「
上
人
云
」「
祖
師
云
」
等
で
あ
る
。

今
回
の
引
用
整
理
（『
浄
全
』
正
篇
所
収
文
献
の
み
）
で
は
、
法
然
門
下
十
三

師
の
著
作
二
十
八
本
に
計
五
十
九
例
の
引
用
文
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
最
も
多

く
引
用
さ
れ
て
い
た
の
が
、「
但
念
仏
・
助
念
仏
・
但
諸
行
の
三
義
」
に
関
す
る

説
示
で
二
十
四
例
あ
り
、
諸
師
の
引
用
の
中
の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
。
次
い

で
「
頓
漸
二
教
判
」
が
十
一
例
、「
女
人
往
生
」
に
関
す
る
説
示
が
三
例
で
あ
っ

た
。こ

れ
ら
の
説
示
は
『
選
択
集
』
や
他
の
法
然
遺
文
に
は
見
ら
れ
な
い
『
大
経

釈
』
独
自
と
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
門
下
諸
師
の
引
用
態
度
を
概
観

し
て
み
る
と
、
彼
ら
は
『
大
経
釈
』
の
特
徴
を
明
確
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。

三
、
法
然
門
下
が
見
て
い
た
『
大
経
釈
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

門
下
諸
師
の
引
用
文
と
現
存
の
テ
キ
ス
ト
と
を
比
較
し
、
表
の
項
目
⑥
に
は
広

く
定
本
と
さ
れ
る
寛
永
版
と
の
字
句
の
異
同
数
を
示
し
た
。
こ
の
結
果
、
法
然
の

直
弟
子
覚
明
房
長
西
の
作
と
さ
れ
る(19

)文
献
内
の
引
用
文
に
は
、
他
師
の
引
用
文
と

比
べ
て
多
く
の
異
同
が
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
誤
字
や
単
純
な
脱
落

と
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
一
字
二
字
程
度
の
文
字
の
出
入
り
で
あ
っ
た
。
他
の
諸

師
の
引
用
に
見
ら
れ
る
異
同
に
関
し
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
な
特
異
な
引
用
文
を

除
き
、
一
字
二
字
の
出
入
り
程
度
で
大
き
な
異
同
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ち
な

み
に
正
徳
版
開
版
以
後
の
江
戸
期
の
人
師
は
正
徳
版
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
引
用

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
引
用
整
理
表
に
基
づ
く
一
応
の
判
断
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
正
徳
版

開
版
以
前
の
門
下
諸
師
が
目
に
し
て
い
た
『
大
経
釈
』
は
、
寛
永
版
系
統
の
テ
キ

ス
ト
に
近
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る(20

)。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
か
つ
て
石
井
教
道
氏

が
門
下
諸
師
の
引
用
と
「
三
部
経
釈
」
の
諸
本
テ
キ
ス
ト
と
を
比
較
検
討
し
、

寛
本
承
本
は
現
存
東
大
寺
講
本
筆
録
中
最
も
原
本
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
云

ふ
事
は
出
来
る
が
、
原
本
の
ま
ゝ
で
は
な
い
事
は
明
了
で
あ
る(21

)。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
符
合
す
る
。
先
述
し
た
通
り
、
石
井
氏
は
釈
前
集
後
の
立

場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
「
原
本
」
と
は
、『
選
択
集
』
と
校
合
さ
れ

る
前
の
形
態
の
テ
キ
ス
ト
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
（
鎌
倉
室
町
期
）
の
法
然
門
下
に
お
け
る
『
大
経
釈
』
の
引
用
文
と
寛
永

版
テ
キ
ス
ト
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
大
部
分
は
石
井
氏
の
結
論
と
結
び
つ
く
の
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で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
特
異
な
引
用
例
も
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
以
下
、
そ
の
よ

う
な
箇
所
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。

（
1
）
広
本
『
選
択
集
』
同
文
箇
所
か
ら
の
引
用
例

ま
ず
、『
大
経
釈
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
も
の
の
、
広
本

『
選
択
集
』
と
同
文
一
致
す
る
箇
所
（
い
わ
ゆ
る
「
新
層
」
と
さ
れ
る
箇
所
）
か

ら
引
用
し
て
い
る
例
を
取
り
上
げ
る
。

【
表
№
31
】：
聖
冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』
巻
六
「
第
十
八
願
文
の
呼
称
」

応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
成
立
と
さ
れ
る
七
祖
聖
冏
の
『
決
疑
鈔
直
牒
』（
以

下
『
直
牒
』）
巻
六
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

大
經
ノ
私
記
ニ
十
一
丁

云
ク
、
諸
師
ハ
別
あ
云
壱ハ
十
念
往
生
ノ
願
一ト
者
、
不
飲ハ
滿
飲十

即
不
壱得
生
一セ
。
善
導
之
意
ハ
總
あ
云
壱フ
念
佛
往
生
ノ
願
一ト
。
不
飲限
壱ラ
員
數
一ヲ

稱
念
ス
レ
ハ
皆
生
ス
廣

選

擇

全
ク
同
飲之
ニ
。(22

)

傍
線
部
の
文
は
、
寛
永
版
『
大
経
釈
』
の
テ
キ
ス
ト
に
も
、

諸
師
之
釋
ハ
別
あ
云
壱十
念
往
生
ノ
願
一ト
者
ハ
、
若
不
飲ハ
滿
飲十
ヲ
即
不
飲得
飲生

ル
つ
ヲ
。
善
導
之
意
ハ
惣
シ
テ
云
壱念
佛
往
生
ノ
願
一ト
不
飲限
壱員
數
一ヲ
稱
念
レ
ハ
皆

生
ス
。(23

)

と
あ
る
（
太
字
は
傍
線
部
と
の
異
同
）。『
直
牒
』
に
「
大
経
ノ
私
記
ニ
云
ク
」
と

あ
る
通
り(24

)、
傍
線
部
の
文
は
『
大
経
釈
』
か
ら
引
用
し
た
文
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

加
え
て
、『
直
牒
』
傍
線
部
の
末
に
は
割
書
で
〈
広
選
択
全
ク
之
ニ
同
ジ
〉
と

あ
る
。
こ
の
指
摘
の
通
り
、
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
『
大
経
釈
』
の
文
は
、
広
本

『
選
択
集
』
第
三
章
の
、

諸
師
ノ
釋
ニ
ハ
別
シ
テ
十
念
往
生
ノ
願
ト
イ
フ
。
モ
シ
十
ニ
ミ
タ
サ
レ
ハ
、

ス
ナ
ハ
チ
ム
マ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
エ
ス
。
善
導
ノ
コ
ヽ
ロ
ハ
惣
シ
テ
念
佛
往
生
ノ

願
ト
イ
フ
。
員
數
ヲ
カ
キ
ラ
ス
、
稱
念
ス
レ
ハ
ミ
ナ
ム
マ
ル(25

)。

と
い
う
文
章
と
、
和
漢
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
同
じ
文
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
直
牒
』
で
は
、
広
本
『
選
択
集
』
に
あ
る
文
章
と
承
知
し
つ
つ

も
、
そ
の
典
拠
を
「
大
経
ノ
私
記
ニ
云
ク
」
と
明
記
し
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
の

点
か
ら
、
聖
冏
所
見
の
『
大
経
釈
』
も
、
す
で
に
現
在
の
我
々
と
同
じ
よ
う
に
、

広
本
『
選
択
集
』
と
校
合
編
集
さ
れ
た
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
広
本
『
選
択
集
』
同
文
箇
所
か
ら
の
取
意
文
と
み
ら
れ
る
例

【
表
№
11
】：
良
忠
『
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
』
巻
上
「
正
定
業
に
つ
い
て
」

康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
成
立
と
さ
れ
る
三
祖
良
忠
の
『
決
答
授
手
印
疑
問

鈔
』
巻
上
（
以
下
『
決
答
鈔
』）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

上
人
ノ
大
經
ノ
釋
ニ
云
、
正
定
業
ト
者
、
二
百
一
十
億
ノ
諸
佛
淨
土
ノ
中
ニ
あ

選
定
シ
給
フ
行
ナ
ル
カ
故
ニ
名
壱正
定
一ト
。(26

)

【
訳
】
法
然
上
人
の
『
大
経
の
釈
』
に
言
う
こ
と
に
は
、「
正
定
業
と
は
、
二
百

一
十
億
の
諸
仏
の
浄
土
の
中
か
ら
〔
法
蔵
菩
薩
が
〕
選
定
な
さ
っ
た
行
で

あ
る
か
ら
「
正
定
」
と
名
づ
け
る
」
と
。

法
然
の
『
大
経
釈
』
か
ら
傍
線
部
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。
傍
線
部
と
同
じ
文
は

現
存
の
『
大
経
釈
』
で
は
確
認
で
き
な
い
。
良
忠
の
時
代
の
『
大
経
釈
』
に
は
、

法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

（
岩
谷
隆
法
）

一
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実
際
に
傍
線
部
の
ま
ま
の
形
の
文
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
と
ま
ず
、
寛
永
版
テ
キ
ス
ト
か
ら
傍
線
部
の
文
に
類
似
す
る
説
示
を
挙
げ
る

な
ら
ば
、

正
定
ト
者
。
法
藏
菩
薩
於
壱テ
二
百
一
十
億
諸
佛
ノ
誓
願
海
ノ
中
一ニ
撰
壱-定
ス
念

佛
往
生
之
願
一ヲ
。
故
ニ
云
飲定
ト
也
。
選
擇
之
義
亦
如
飲前
ノ
。
依
壱ル
カ
此
レ
等

ノ
意
一ニ
故
ニ
、
以
壱テ
念
佛
一ヲ
名
テ
爲
壱ス
ル
正
定
之
業
一ト
者
ノ
也(27

)。

【
訳
】
正
定
と
は
。
法
蔵
菩
薩
は
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
、
海
の
よ
う
に
広
大
な

誓
願
の
中
か
ら
、
念
仏
往
生
の
願
を
選
定
し
た
。
だ
か
ら
「
定
」
と
い
う

の
で
あ
る
。
選
択
の
義
も
ま
た
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
意
義
に

基
づ
く
の
で
、
念
仏
を
名
づ
け
て
〔
法
蔵
菩
薩
に
〕
正
し
く
定
め
ら
れ
た

業
と
い
う
の
で
あ
る
。

と
い
う
箇
所
が
あ
る
。「
正
定
業
」
の
名
義
に
関
す
る
説
示
で
あ
り
、
内
容
的
に

も
傍
線
部
の
文
と
近
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
決
答
鈔
』
で
は
、
こ
の
箇
所
の

文
意
を
汲
み
取
っ
て
傍
線
部
の
文
の
よ
う
に
簡
略
に
記
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
場
合
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。『
大
経
釈
』
の
こ
の
箇
所
は
、
広
本
『
選
択
集
』
第
二
章
私
釈
段(28

)と
ほ
ぼ
一

致
す
る
箇
所
の
文
章
（
新
層
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

『
決
答
鈔
』
に
お
け
る
『
大
経
釈
』
か
ら
の
引
用
文
（
傍
線
部
の
文
）
が
、
こ
こ

で
推
察
す
る
よ
う
に
、『
大
経
釈
』
の
こ
の
箇
所
の
取
意
文
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
良
忠
の
時
代
の
『
大
経
釈
』
の
テ
キ
ス
ト
も
、
す
で
に
広
本
『
選
択
集
』
と

校
合
編
集
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る(29

)。

（
3
）
現
存
の
『
大
経
釈
』
に
は
存
在
し
な
い
文
の
引
用
例

次
に
、『
大
経
釈
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
も
の
の
、
現
存
テ

キ
ス
ト
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
異
な
引
用
例
を
取
り
上
げ
る
。

中
世
の
法
然
門
下
が
見
て
い
た
『
大
経
釈
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
現
存
テ
キ
ス

ト
に
は
な
い
文
が
存
在
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
誤
り
な
の
か
、
そ

う
い
っ
た
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

①
【
表
№
40
】：
聖
聡
『
法
事
讃
私
記
見
聞
』
巻
下
「
三
心
に
つ
い
て
」

ま
ず
は
、
八
祖
聖
聡
の
『
法
事
讃
私
記
見
聞
』
巻
下
（
成
立
年
時
不
明
）
に
、

祖
師
ノ
私﹅

記﹅

ニ
云
、
一
心
不
亂
ト
者
、
念
佛
ノ
時
、
心
不
壱あ
散
亂
一至
誠
ニ
至
飲シ

信
ヲ
專
念
壱ス
ル
佛
名
一也
。
又
大﹅

經﹅

ノ
私﹅

記﹅

ニ
云
、
本
願
ノ
至
心
信
樂
欲
生
我

國
、
觀
經
ノ
三
心
、
小
經
ノ
一
心
、
皆
三
心
也
矣
。(30

)

と
あ
る
。「
祖
師
ノ
私﹅

記﹅

ニ
云
ク
」
と
だ
け
あ
る
が
、
こ
れ
は
法
然
の
『
阿
弥
陀

経
釈
』
を
指
し
て
い
る
。
点
線
部
の
文
は
現
存
の
『
阿
弥
陀
経
釈
』
で
も
確
認
で

き
る(31

)。
こ
れ
に
次
い
で
「
大﹅

経﹅

ノ﹅

私﹅

記﹅

ニ
云
ク
」
と
あ
る
。『
大
経
釈
』
を
典
拠

と
し
て
傍
線
部
の
文
を
引
用
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
文
は
寛
永
版
だ
け
で
な

く
、
聖
聡
撰
『
大
経
直
談
要
註
記
』
所
収
の
『
大
経
釈
』
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も

確
認
で
き
な
い
文
で
あ
る
。
ま
た
類
似
す
る
内
容
の
説
示
も
見
当
た
ら
な
い
た
め
、

取
意
文
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

さ
て
、
こ
の
文
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
見
と
し
て
は
、
こ
の
傍
線
部
の
文
は
聖
聡
が
実
際
に
見
て
い
た
『
大
経
釈
』
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に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
典
拠
を
示
す
部
分
「
大﹅

経﹅

ノ﹅

私﹅

記﹅

ニ
云
ク
」
と
い
う
記
述
自
体
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
良
忠
撰
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』

（
以
下
『
決
疑
鈔
』）
に
お
い
て
、
点
線
部
も
含
め
て
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
存
在
し

て
お
り
、
聖
聡
は
そ
こ
か
ら
こ
の
一
連
の
文
章
を
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
良
忠
の
『
決
疑
鈔
』
巻
五
に
、

祖
師
小・

經・

ノ
釋・

ニ
云
、
一
心
不
亂
ト
者
、
念
佛
ノ
之
時
、
心
不
壱散
亂
一セ
至
誠

ニ
至
信
ニ
專
ラ
念
壱ス
佛
名
一ヲ
也
已上
。
此
レ
等
ノ
之
文
ハ
約
壱あ
起
行
一ニ
而
釋
壱ス
一
心
ノ

義
一ヲ
。
又
通
壱ス
安
心
ノ
一
心
一ニ
。
上・

人・

ノ
云
、
本
願
ノ
至
心
信
樂
欲
生
我
國
ト

觀
經
ノ
三
心
ト
小
經
ノ
一
心
ト
ハ
皆
三
心
ナ
リ
ト
也
。(32

)

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
祖
師
小・

経・

ノ・

釈・

ニ
云
ク
」
と
あ
り
、
以
下
の
点
線
部
の
文

の
典
拠
が
『
阿
弥
陀
経
釈
』
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
線
部
の
文

は
聖
聡
が
「
祖
師
ノ
私﹅

記﹅

ニ
云
ク
」
と
し
て
引
用
す
る
文
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し

て
「
上・

人・

ノ
云
ク
」
と
し
て
引
用
す
る
傍
線
部
の
文
は
、
聖
聡
が
「
大﹅

経﹅

ノ﹅

私﹅

記﹅

ニ
云
ク
」
と
し
て
引
用
す
る
文
と
同
じ
で
あ
る
。『
決
疑
鈔
』
に
は
「
上・

人・

ノ
云

ク
」
と
だ
け
あ
る
。
法
然
の
言
葉
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
そ

の
典
拠
が
『
大
経
釈
』
で
あ
る
と
は
記
し
て
い
な
い(33

)。
こ
の
よ
う
な
差
異
は
あ
る

が
、
聖
聡
が
『
法
事
讃
私
記
見
聞
』
を
著
す
際
に
『
決
疑
鈔
』
の
こ
の
箇
所
を
参

照
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

な
お
、
正
徳
版
の
開
版
者
義
山
も
自
著
『
小
経
隨
聞
講
録
』
で
傍
線
部
と
同
じ

文
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
元﹅

祖﹅

〈
決
疑
鈔
五
巻
卅
五
紙
〉
云
、
本
願

至
心
…(34

)」
と
あ
り
、
元﹅

祖﹅

（
法
然
）
の
言
葉
を
、『
決
疑
鈔
』
か
ら
孫
引
き
し
た

と
明
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
引
用
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、『
法
事
讃
私
記
見
聞
』

に
あ
る
「
祖
師
私
記
云
〜
皆
三
心
也
」
と
い
う
一
連
の
文
も
、『
決
疑
鈔
』
か
ら

の
孫
引
き
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。

お
そ
ら
く
聖
聡
は
、
孫
引
き
の
際
、『
決
疑
鈔
』
の
「
祖
師
小・

経・

釈・

云
」
と
あ

る
部
分
を
「
祖
師
私﹅

記﹅

云
」
と
し
、
続
く
「
上・

人・

云
」
を
、
誤
っ
て
「
大﹅

経﹅

私﹅

記﹅

云
」
と
書
き
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
大﹅

経﹅

ノ﹅

私﹅

記﹅

ニ

云
ク
」
以
下
の
『
大
経
釈
』
の
引
用
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
傍
線
部
の
文

は
、
聖
聡
所
見
当
時
の
『
大
経
釈
』
に
存
在
し
た
文
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

②
【
表
№
15
】：
持
阿
良
心
『
選
択
決
疑
鈔
見
聞
』
三
之
本
「
来
迎
仏
・
化
身

に
つ
い
て
」

続
い
て
、
良
忠
門
下
の
藤
田
派
性
心
の
弟
子
持
阿
良
心
の
『
選
択
決
疑
鈔
見

聞
』
三
之
本
（
成
立
年
時
不
明
）
に
、

化
現
其
身
等
ト
者
藤
田
、
大
經
釋
ニ
黒谷
云
ク
、
中
下
二
輩
來
迎
佛
、
是
無
而
忽

有
化
身
已上
。(35

)

【
訳
】「
化
現
其
身
」
等
と
は
、〈
藤
田
〉『
大
経
釈
』
に
〈
黒
谷
（
法
然
）〉
が
言

う
こ
と
に
は
、「
中
下
二
輩
の
来
迎
仏
と
は
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
、
に

わ
か
に
現
れ
る
化
身
（
化
仏
）
で
あ
る
」
と
〈
已
上
〉。

と
あ
る
。「
大
経
釈
ニ
〈
黒
谷
〉
云
ク
」
と
あ
り
、
傍
線
部
の
文
は
法
然
の
『
大

経
釈
』
か
ら
の
引
用
文
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
存
の
『
大
経

釈
』
に
は
、
傍
線
部
の
文
の
よ
う
な
来
迎
仏
・
化
身
（
化
仏
）
に
関
す
る
説
示
は

見
受
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
他
の
法
然
遺
文
に
目
を
移
せ
ば
、
傍
線
部
の
文
と

同
趣
旨
の
説
示
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
『
大
経
釈
』
と
同
じ
く
三
部

法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

（
岩
谷
隆
法
）
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経
講
説
の
一
つ
で
あ
る
『
観
無
量
寿
経
釈
』（
以
下
『
観
経
釈
』）
に
は
、

七
、
化
佛
多
少
者
。
是
圓
光
中
化
佛
也
。
化
佛
ト
者
、
彼
ノ
眞
佛
ノ
所
壱化

作
一也
。
謂
本
此
レ
等
ノ
諸
佛
無
壱彼
土
一ニ
。
以
壱神
通
力
一ヲ
化
壱-作
之
。
本
無

忽
有
之
故
ニ
名
テ
爲
飲ス
化
ト
。（
中
略
）
又
タ
迎
接
多
化
身
也(36

)。

と
あ
る
。
中
下
二
輩
の
来
迎
仏
に
限
定
す
る
文
言
は
見
え
な
い
が
、
化
仏
に
つ
い

て
、「
本
来
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
、
に
わ
か
に
現
わ
れ
る
の
で
、
名
づ
け
て
、

化
と
い
う
」
と
い
い
、「
迎
接
（
来
迎
す
る
仏
）
の
多
く
は
化
身
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
『
逆
修
説
法
』
初
七
日
に
は
、

次
ニ
化
身
ト
者
。
無
ニ
あ
而
欻
チ
有
ナ
ル
ヲ
云
飲フ
化
ト
者
（
中
略
）
次
ニ
來
迎
引

接
ノ
化
佛
ト
者
、
九
品
ノ
來
迎
ニ
各
々
有
壱化
佛
一（
中
略
）
如
飲キ
ハ
文
者
雖

飲見
鰯タ
リ
ト
無
壱キ
化
佛
來
迎
一モ
之
様
茨ニ
、
善
導
ノ
御
意
ハ
依
壱ラ
ハ
觀
經
ノ
十
一
門
ノ

義
一ニ
者
（
中
略
）
下
品
下
生
ノ
中
ニ
モ
可
飲ナ
リ
有
壱ル
來
迎(37

)
一。

と
あ
る
。
化
身
に
つ
い
て
、「
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
、
に
わ
か
に
現
れ
る
こ
と
を
、

化
と
い
う
」
と
い
い
、
続
け
て
、「
九
品
各
々
に
化
仏
の
来
迎
が
あ
る
」
と
し
、

〔
品
々
の
〕
経
文
に
は
化
仏
の
来
迎
が
無
い
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
善
導
の

十
一
門
義
に
よ
る
な
ら
ば
、
下
下
品
に
至
る
ま
で
化
仏
の
来
迎
が
あ
る
、
と
の
解

釈
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
説
示
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
傍
線
部
の
文
自
体
は
『
観
経
釈
』『
逆
修

説
法
』
等
の
説
示
を
踏
ま
え
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
つ
の
遺

文
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
来
迎
仏
・
化
仏
に
関
す
る
説
示
と
い
う
も
の
は
、

『
観
経
』（
仏
身
観
や
九
品
の
聖
聚
来
迎
等
）
の
教
説
に
関
連
づ
け
て
展
開
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
示
（
傍
線
部
の
文
）
が
『
無
量
寿
経
』
の
釈
書
で
あ
る

『
大
経
釈
』
に
記
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
よ
っ
て
、『
選
択
決
疑
鈔
見

聞
』
に
あ
る
「
大
経
釈
ニ
〈
黒
谷
〉
云
ク
」
と
い
う
典
拠
を
示
す
部
分
は
、
前
例

と
同
じ
く
、
何
ら
か
の
記
述
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。

③
【
表
№
35
】：
聖
冏
『
二
蔵
義
見
聞
』
巻
一
、【
表
№
37
】：
聖
冏
『
浄
土
略
名

目
図
見
聞
』
巻
上
「
難
易
二
道
教
に
つ
い
て
」

最
後
に
、
聖
冏
の
『
二
蔵
義
見
聞
』
巻
一
と
『
浄
土
略
名
目
図
見
聞
』
巻
上
と

い
う
二
つ
の
文
献
に
見
ら
れ
る
同
一
の
引
用
文
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
、
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
成
立
と
さ
れ
る
『
二
蔵
義
見
聞
』
巻
一
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

以
壱テ
難
易
二
道
ノ
敎
一ヲ
名
テ
爲
壱二
敎
一ト
。
故
ニ
吉
水
大
經
ノ
私
記
云
ク
、
曇
鸞

法
師
立
壱ツ
二
敎
一ヲ
。
一
ニ
ハ
難
行
道
敎
、
二
ニ
ハ
易
行
道
敎
矣
。(38

)

【
訳
】
難
易
二
道
の
教
え
を
名
づ
け
て
二
教
と
す
る
。
故
に
吉
水
（
法
然
）
の

『
大
経
の
私
記
』
に
言
う
こ
と
に
は
、「
曇
鸞
法
師
は
二
つ
教
え
を
立
て

る
。
一
つ
は
難
行
道
の
教
え
、
二
つ
に
は
易
行
道
の
教
え
」
と
。

「
吉
水
大
経
ノ
私
記
云
ク
」
と
は
、
法
然
の
『
大
経
釈
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、

現
存
の
『
大
経
釈
』
に
は
、
引
用
部
分
と
み
ら
れ
る
傍
線
部
の
文
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

こ
の
『
二
蔵
義
見
聞
』
の
諸
本
の
一
つ
で
あ
る
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
版
に

は
、
こ
の
傍
線
部
の
文
に
対
す
る
注
と
し
て
「
現
本
之
本
未
見
文(39

)」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
い
つ
誰
が
注
記
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
注
記
者
が
見
て
い
た
『
大

経
釈
』
に
も
存
在
し
な
い
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
聖
冏
は
こ
れ
と
同
文
を
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
成
立
と
さ
れ
る

『
浄
土
略
名
目
図
見
聞
』
巻
上
で
も
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号

一
四
四



二
敎
ト
者
、
難
易
二
道
ノ
敎
也
。
故
ニ
高
祖
ノ
大
經
ノ
私
記
ニ
云
ク
、
曇
鸞
法

師
立
壱ツ
二
敎
一。
一
ニ
ハ
難
行
道
ノ
敎
、
二
ニ
ハ
易
行
道
ノ
敎
已上
。(40

)

と
あ
る
。
同
じ
く
法
然
の
『
大
経
釈
』
か
ら
傍
線
部
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

こ
の
『
浄
土
略
名
目
図
見
聞
』
の
諸
本
の
一
つ
で
あ
る
延
宝
三
年
（
一
六
七

五
）
版
（
酉
谷
寺
文
庫
）
を
見
た
と
こ
ろ
、
当
該
文
の
脇
に
「
此
尺
ナ
シ
。
但
シ

空
師
ノ
畧
尺
ニ
ア
ル
歟(41

)」
と
い
う
前
述
の
注
記
と
同
趣
旨
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
。

こ
こ
に
い
う
「
略
釈
」
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
法
然
遺

文
類
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
傍
線
部
と
同
じ
文
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
傍
線
部
の
文
に
近
し
い
記
述
、
す
な
わ
ち
、
曇
鸞
の
難

易
二
道
の
説
示
は
、
周
知
の
通
り
『
選
択
集
』
第
一
章
に
、

曇
鸞
法
師
ノ
往
生
論
ノ
注
ニ
云
、
謹
テ
案
ス
ル
ニ
龍
樹
菩
薩
ノ
十
住
毘
婆
娑
ニ
云

ク
、
菩
薩
求
壱ル
ニ
阿
毘
跋
致
一ヲ
有
壱リ
二
種
ノ
道
一。
一
ニ
ハ
者
難
行
道
ナ
リ
。
二
ニ

ハ
者
易
行
道
ナ
リ
。(42

)

と
あ
り
、
ま
た
『
逆
修
説
法
』
六
七
日
に
も
、

曇
鸞
法
師
モ
引
壱テ
龍
樹
菩
薩
ノ
十
住
毘
婆
娑
論
一ヲ
立
壱下
ヘ
リ
難
行
易
行
ノ
二

道
一ヲ

(43
)。

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

聖
冏
は
こ
れ
ら
『
選
択
集
』『
逆
修
説
法
』
等
の
説
示
を
取
意
し
、
典
拠
を
誤

っ
て
提
示
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
聖
冏
所
見
の
『
大
経
釈
』

に
は
本
当
に
傍
線
部
の
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
つ
の

著
作
（
以
下
、
両
『
見
聞
』）
に
お
い
て
同
じ
引
用
文
が
見
ら
れ
る
た
め
、
単
な

る
誤
り
と
す
る
に
は
聊
か
早
計
か
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
も
う
少
し
検
討
し
て
み

た
い
。

《
③
の
1
》
法
然
が
難
易
二
道
の
説
示
を
用
い
る
理
由

法
然
の
著
作
文
献
に
お
け
る
難
易
二
道
の
説
示
は
、
浄
土
宗
の
教
判
が
説
か
れ

る
箇
所
に
見
ら
れ
る(44

)。
例
え
ば
、
前
掲
の
『
逆
修
説
法
』
六
七
日
に
は
、

今
我
淨
土
宗
ニ
ハ
道
綽
禪
師
ノ
安
樂
集
ニ
立
壱ツ
聖
道
淨
土
ノ
二
教
一ヲ
。
一
代
聖

教
五
千
餘
軸
、
不
飲出
壱此
ノ
二
門
一ヲ
ハ
。（
中
略
）
立
壱つ
ハ
此
二
門
一ヲ
者
、
非
壱

道
綽
一
師
一ノ
ミ
ニ
。
曇
鸞
法
師
モ
引
壱テ
龍
樹
菩
薩
ノ
十
住
毘
婆
娑
論
一ヲ
立
壱下
ヘ
リ

難
行
易
行
ノ
二
道
ヲ
。
難
行
道
ハ
如
壱ク
陸
地
ヲ
歩
行
一ス
ル
カ
、
易
行
道
ハ
如
飲シ
ト

乘
飲カ
船
ニ
譬
ヘ
給
ヘ
リ
。
立
壱つ
此
ノ
二
道
一ヲ
不
飲限
壱曇
鸞
一
師
一ニ
。
天
台
ノ
十
疑

論
ニ
モ
同
シ
ク
引
釋
シ
給
ヘ
リ
。
又
迦
才
ノ
淨
土
論
ニ
モ
同
ク
引
ケ
リ
。（
中
略
）

其
ノ
難
行
道
ト
ハ
者
、
即
聖
道
門
也
。
易
行
道
ト
ハ
者
、
即
淨
土
門
ナ
リ
也(45

)。

と
あ
る
。
ま
た
『
選
択
集
』
第
一
章
に
も
、

今
此
ノ
淨
土
宗
ハ
者
、
依
壱ハ
道
綽
禪
師
ノ
意
一ニ
立
壱テ
、
二
門
一ヲ
而
攝
壱ス
一
切
一ヲ
。

所
謂
聖
道
門
淨
土
門
是
也
。（
中
略
）
此
ノ
宗
之
中
ニ
立
壱コ
ト
ハ
二
門
一ヲ
者
獨
リ

非
壱道
綽
一ノ
ミ
ニ
。
曇
鸞
天
台
迦
才
慈
恩
等
ノ
諸
師
皆
有
壱リ
此
ノ
意
一。
且
ク
曇
鸞

法
師
ノ
往
生
論
ノ
注
ニ
云
、
謹
テ
案
ス
ル
ニ
龍
樹
菩
薩
ノ
十
住
毘
婆
娑
ニ
云
ク
、

菩
薩
求
壱ル
ニ
阿
毘
跋
致
一ヲ
有
壱リ
二
種
ノ
道
一。
一
ニ
ハ
者
難
行
道
ナ
リ
。
二
ニ
ハ
者

易
行
道
ナ
リ
。（
中
略
）
此
ノ
中
ノ
難
行
道
ト
ハ
者
、
即
チ
是
レ
聖
道
門
也
。
易

行
道
ト
ハ
者
、
即
チ
是
レ
淨
土
門
也
。
難
行
易
行
ト
聖
道
淨
土
ト
其
ノ
言
雖
飲モ

異
ナ
リ
ト
其
ノ
意
是
レ
同
シ
。
天
台
迦
才
同
飲シ
之
ニ
。(46

)

と
あ
る
。
浄
土
宗
は
、
道
綽
の
意
に
よ
っ
て
聖
道
浄
土
の
二
門
を
立
て
て
一
代
仏

教
を
摂
め
と
る
が
、
こ
の
よ
う
に
一
代
仏
教
を
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
道
綽

一
師
だ
け
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
曇
鸞
所
説
の
難
易
二
道

の
説
示
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
曇
鸞
だ
け
で
な
く
天
台
や
迦
才
も
同
様
で
あ

法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

（
岩
谷
隆
法
）
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る
と
し
、
そ
し
て
難
行
道
と
は
聖
道
門
と
、
易
行
道
と
は
浄
土
門
と
同
義
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。

構
造
的
に
み
れ
ば
、
難
易
二
道
の
説
示
は
、
道
綽
由
来
の
一
代
仏
教
を
二
つ
に

分
類
す
る
と
い
う
捉
え
方
（
二
門
判
）
に
正
当
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

《
③
の
2
》『
大
経
釈
』
に
お
け
る
教
判
論
の
説
示
箇
所
の
検
討

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
大
経
釈
』
に
お
け
る
教
判
論
の
説
示
箇
所
（
い
わ

ゆ
る
「
古
層
」
と
さ
れ
る
箇
所
）
を
見
て
み
よ
う
。

二
ニ
ハ
立
教
開
宗
ト
云
フ
者
、
亦
タ
分
テ
爲
飲ス
二
ト
。
一
ニ
ハ
諸
宗
ノ
立
教
ノ
不
同
。

二
ニ
ハ
正
ク
立
壱ツ
二
教
一ヲ
。（
中
略
）
二
ニ
正
ク
立
壱二
教
一者
、
綽
禪
師
意
、
略

立
壱テ
、
二
教
一ヲ
、
以
テ
判
壱ス
佛
教
一ヲ
。
一
ニ
ハ
聖
道
ノ
教
。
二
ニ
ハ
淨
土
ノ
教
ナ
リ
。

一
ニ
聖
道
ノ
教
云
ハ
者
、
若
ハ
小
乘
、
若
ハ
大
乘
、
若
ハ
顯
教
、
若
ハ
密
教
ノ
中

云云
。
二
ニ
淨
土
ノ
教
ト
者
、
小
乘
ノ
中
ニ
ハ
全
不
飲説
壱カ
淨
土
ノ
法
門
一ヲ
、
大
乘
ノ

中
ニ
ハ
多
ク
説
壱ク
往
生
淨
土
ノ
法
一ヲ
。
名
飲テ
之
ヲ
謂
壱淨
土
教
一ト
。
今
此
ノ
經
ハ
正

ク
是
レ
攝
壱ス
淨
土
教
一ニ
云云
。
次
ニ
以
壱テ
横
截
五
惡
趣
ノ
文
一ヲ
分
壱別
ス
ル
二・

門・

一ヲ
也
。

抑
モ
三
乘
四
乘
ノ
聖
道
ハ
正
像
既
ニ
過
テ
至
壱テ
ヨ
リ
末
法
一ニ
、
但
タ
有
飲テ
教
無
壱行

證
一。
故
ニ
末
法
近
來
、
無
壱斷
惑
證
理
一。
無
壱カ
斷
惑
證
理
一故
ニ
、
以
飲テ
之
無
鰯シ

出
壱ル
生
死
一ヲ
之
輩
茨カ
ラ
。
往
生
淨
土
之
法
門
ハ
雖
飲モ
未
飲タ
斷
壱セ
煩
惱
之
迷
一ヲ
、

依
壱テ
彌
陀
ノ
願
力
一ニ
生
壱ス
ル
極
樂
一ニ
者
、
永
ク
離
壱テ
三
界
一ヲ
、
出
壱ツ
六
道
生
死
一ヲ
。

故
ニ
往
生
淨
土
ノ
之
法
ハ
是
レ
未
壱タ
斷
惑
一出
壱ル
ノ
三
界
一ヲ
法
ナ
リ
云云
。
故
ニ
末
代

ノ
出
離
生
死
ハ
往
生
淨
土
ナ
リ
。
更
ニ
以
テ
不
飲可
飲階
事
ナ
ル
カ
故
ニ
、
有
飲ラ
ン

心
之
人
ト
、
若
シ
欲
飲セ
出
壱ン
ト
生
死
一ヲ
者
ハ
必
ス
可
飲シ
歸
壱ス
淨
土
門﹅

一ニ
。
故
ニ
道

綽
禪
師
釋
壱テ
此
ノ
經
ノ
横
截
五
惡
趣
ノ
文
一ヲ
云
ク
、
若
シ
依
壱ハ
此
ノ
方
ノ
修
治
斷

除
一ニ
、
先
ツ
斷
壱テ
見
惑
一ヲ
、
離
壱レ
三
途
ノ
因
一ヲ
、
滅
壱ス
三
途
果
一ヲ
。
後
ニ
斷
壱テ
修

惑
一ヲ
離
壱ル
人
天
ノ
果
一ヲ
。
此
レ
皆
ナ
漸
次
ノ
斷
除
ニ
シ
テ
不
飲名
壱横
截
一ト
。
若
シ

得
溢レ
ハ
往
壱生
つ
ヲ
彌
陀
ノ
淨
國
一ニ
、
娑
婆
ノ
五
道
一
時
ニ
頓
捨
ス
ル
故
ニ
名
壱横

截
一ト
。
截
五
惡
趣
ノ
截
壱ル
其
ノ
果
一ヲ
也
。
天
台
眞
言
皆
ナ
雖
飲名
壱ク
ト
頓
教
一ト

斷
飲ル
カ
惑
ヲ
故
、
猶
是
漸
教
也
。
未
飲タ
斷
飲惑
ヲ
出
壱過
ス
ル
カ
三
界
之
長
迷
一ヲ

故
ニ
、
以
壱テ
此
ノ
教
一ヲ
爲
壱ル
頓
中
ノ
頓
一ト
也(47

)。

と
あ
る
。
立
教
開
宗
に
お
い
て
〔
浄
土
宗
で
は
〕
二
教
を
立
て
る
と
し
、
道
綽
の

意
で
は
聖
道
浄
土
の
二
教
（
二
門
）
を
立
て
て
一
代
仏
教
を
判
定
す
る
と
述
べ
る
。

そ
し
て
、
横
截
五
悪
趣
の
文
に
よ
っ
て
二
門
（
二
教
）
を
分
別
す
る
と
い
い
、
こ

の
文
に
対
す
る
道
綽
の
解
釈
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
聖
道
教
を
漸
教
、

浄
土
教
を
頓
中
の
頓
教
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
聖
道
教
・
浄
土
教
」
と
い
う
用
語
を
使
い
、
こ
れ
を
「
二
教
」
と

し
て
い
る
。「
二・

門・

ヲ
分
別
ス
ル
也(48

)」
と
は
言
う
も
の
の
、
文
中
に
「
浄
土
門﹅

」

の
語
が
一
ヶ
所
あ
る
だ
け
で
、
対
と
な
る
「
聖
道
門﹅

」
の
語
は
見
ら
れ
な
い(49

)。
明

確
に
は
「
聖
道
門
・
浄
土
門
の
二
門
判
」
が
成
立
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る(50

)。

『
大
経
釈
』
に
お
け
る
教
判
は
、
さ
し
あ
た
り
「
聖
道
教
・
浄
土
教
の
二
教
判
」

（
頓
漸
二
教
判
）
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら
道
綽
一
師
の
解
釈
に
基
づ

く
教
判
論
で
あ
り
、
先
に
み
た
『
逆
修
説
法
』『
選
択
集
』
に
お
け
る
教
判
と
は

論
法
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

浄
土
宗
の
教
判
で
あ
る
「
聖
道
門
・
浄
土
門
の
二
門
判
」
は
、
お
よ
そ
『
大
経

釈
』
の
こ
の
箇
所
を
素
地
と
し
、
後
に
曇
鸞
の
難
易
二
道
の
説
示
を
採
用
す
る
な

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号
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ど
し
て
漸
次
に
確
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
法
然
が
そ
の

難
易
二
道
の
説
示
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
視
で
き
る
の
は
、『
逆
修
説
法
』

以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
在
の
『
大
経
釈
』
と
同
じ
く
、

聖
冏
所
見
の
『
大
経
釈
』
に
お
い
て
も
、
曇
鸞
の
難
易
二
道
の
説
示
は
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。

改
め
て
、
両
『
見
聞
』
の
問
題
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。
聖
冏
は
法
然
の
『
大
経

釈
』
か
ら
、

曇
鸞
法
師
、
立
壱ツ
二
教
ヲ
。
一
ニ
ハ
難
行
道
(ノ
)教
、
二
ニ
ハ
易
行
道
(ノ
)教
。

と
い
う
文
を
引
用
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
他
の
法
然
遺
文
を
見
渡
し
て

も
、
難
行
道
と
易
行
道
と
を
指
し
て
「
二
教
」
と
表
現
す
る
用
例
は
一
つ
も
確
認

で
き
な
い
。
ま
た
「
難
行
道
教﹅

・
易
行
道
教﹅

」
と
い
う
よ
う
に
「
道
」
の
下
に

「
教
」
を
付
し
た
用
語
例
も
確
認
で
き
な
い
。
法
然
の
『
大
経
釈
』
に
お
い
て

「
二
教
」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
「
聖
道
教
・
浄
土
教
」
で
あ
っ
た
。

聖
冏
の
教
学
思
想
に
鑑
み
る
と
、
両
『
見
聞
』
に
お
け
る
引
用
文
は
、
単
な
る
誤

り
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
聖
冏
自
身
が
用
語
を
置
き
換
え
た
の
で

は
な
い
か
と
も
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
が(51

)、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
聖
冏
が
『
大
経

釈
』
か
ら
引
用
し
た
と
い
う
「
難
易
道
教
・
易
行
道
教
の
二
教
」
な
る
文
言
は
、

実
際
に
聖
冏
が
見
て
い
た
『
大
経
釈
』
の
テ
キ
ス
ト
に
も
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、「
三
部
経
釈
」
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
問
題
点
を
念
頭
に
置
き
、

「
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
活
用
し
て
、
法
然
門
下
に
お
け
る

『
大
経
釈
』
の
引
用
の
整
理
を
行
っ
た
。『
浄
全
』
正
篇
に
所
収
さ
れ
て
い
る
文

献
に
限
っ
た
調
査
で
あ
っ
た
も
の
の
、『
大
経
釈
』
か
ら
の
引
用
を
数
多
く
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
大
経
釈
』
は
、
法
然
門
下
に
お
い
て
古
く
か
ら
重
要
視

さ
れ
て
き
た
法
然
遺
文
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
整
理
し
た
引
用
の
中
か
ら
特
異
な
引
用
例
を
取
り
上
げ
検
討
し
た
。

ま
ず
は
、『
大
経
釈
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
明
記
し
な
が
ら
も
、
い
わ
ゆ
る

「
新
層
」（
広
本
『
選
択
集
』
同
文
箇
所
）
か
ら
の
引
用
を
確
認
し
た
。『
直
牒
』

に
あ
る
引
用
文
か
ら
し
て
、
聖
冏
所
見
の
『
大
経
釈
』
は
、
現
存
テ
キ
ス
ト
と
同

じ
く
広
本
『
選
択
集
』
と
校
合
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
『
決
答
鈔
』
に
あ
る
引
用
文
が
、
広
本
『
選
択
集
』
同
文
箇
所
か
ら
の
取
意
文

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
良
忠
の
時
代
の
『
大
経
釈
』
も
、
す
で
に
広
本
『
選
択

集
』
と
校
合
編
集
さ
れ
て
い
た
可
能
性
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か(52

)。

次
に
、
現
存
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
確
認
で
き
な
い
引
用
文
を
三
つ
ほ
ど
取
り
上

げ
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
典
拠
の
誤
記
等
と
し
て
処
理
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

彼
ら
が
見
て
い
た
『
大
経
釈
』
に
実
際
に
記
さ
れ
て
い
た
文
と
は
捉
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

結
果
と
し
て
、『
大
経
釈
』
の
原
初
形
態
に
関
す
る
手
掛
か
り
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
検
討
の
上
か
ら
み
れ
ば
、
中
世
の
法
然
門
下

法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

（
岩
谷
隆
法
）
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が
見
て
い
た
『
大
経
釈
』
も
、
現
在
我
々
が
目
に
す
る
テ
キ
ス
ト
と
あ
ま
り
大
差

の
な
い
形
態
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

法
然
門
下
の
文
献
に
は
、
ま
だ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
今
後
の
課
題
と
し
、
引
き
続
き
調
査
範
囲
を
広
げ
、『
大
経
釈
』

は
も
と
よ
り
、「
三
部
経
釈
」
全
体
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
成
立
過
程
の
解
明
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

註(1
)
「
三
部
経
釈
」
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
認
識
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
東
大
寺
講

説
」
と
い
う
法
然
の
歴
史
的
事
象
に
つ
い
て
疑
義
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。（
伊

藤
真
徹
「
法
然
上
人
の
東
大
寺
講
説
に
つ
い
て
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
十

巻
第
二
号
、
一
九
六
三
、
八
八

九
三
頁
）
参
照
。

(2
)
『
浄
土
宗
全
書
』
続
篇
所
収
の
文
献
は
今
後
の
調
査
対
象
で
あ
る
。
そ
の
他
、

ま
だ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
な
い
文
献
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

(3
)
大
須
賀
秀
道
「
三
經
釋
と
選
擇
集
の
對
検
」（『
佛
教
研
究
』
第
五
巻
第
三
・
四

号
合
併
、
一
九
二
四
年
、
三
二
一

三
三
五
頁
）
参
照
。

(4
)
今
岡
達
音
「
三
經
釋
と
選
擇
集
と
の
著
作
前
後
」（『
佛
教
學
』
第
二
巻
第
三
号
、

無
礙
光
社
、
一
九
二
五
年
、
一
二

二
〇
頁
、
お
よ
び
同
巻
第
六
号
、
無
礙
光
社
、

一
九
二
五
年
、
一

一
一
頁
）
参
照
。

(5
)
石
井
教
道
「
選
擇
集
と
三
部
經
釋
の
成
立
前
後
考
」（『
大
正
大
学
学
報
』
第
三

二
号
、
一
九
四
一
年
、
五
三

七
二
頁
）
参
照
。

(6
)
石
井
教
道
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
以
下
『
昭
法
全
』）
序
（
平
楽
寺
書

店
、
一
九
五
五
年
、
一

一
四
頁
）
参
照
。

(7
)
高
橋
寿
光
「
近
年
に
お
け
る
浄
土
学
研
究
の
状
況

法
然
浄
土
教
の
研
究
状
況

」（『
教
化
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
八
〇

一
九
二
頁
）
参
照
。

(8
)
岸
一
英
「『
逆
修
説
法
』
と
『
三
部
経
釈
』」（
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
『
浄

土
宗
典
籍
研
究

研
究
篇
』
同
朋
舍
、
一
九
八
八
、
一
〇
三

一
三
九
頁
）
参
照
。

(9
)
岸
一
英
「『
三
部
経
釈
』
の
研
究
（
一
）」（『
法
然
上
人
研
究
』
創
刊
号
、
一
九

九
二
、
一

五
四
頁
）
参
照
。
平
成
三
年
、
林
田
康
順
氏
は
「
三
部
経
釈
」
に
見

ら
れ
る
「
選
択
」「
選
」
等
の
用
語
は
『
選
択
集
』（
広
本
）
と
の
校
合
箇
所
と
指

摘
し
て
い
る
。（
林
田
康
順
「
法
然
上
人
「
選
択
」
思
想
の
先
例
考
」『
佛
教
論

叢
』
第
三
五
号
、
一
九
九
一
年
、
八
五

八
八
頁
）
参
照
。

(10
)
岸
一
英
「『
無
量
寿
経
釈
』
古
層
の
復
元

『
三
部
経
釈
』
の
研
究
（
二
）」

（
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
『
東
洋
の
歴
史
と
文
化
』
山
喜
房
佛
書
林
、

二
〇
〇
四
、
五
〇
五

五
三
〇
頁
）、
同
「『
阿
弥
陀
経
釈
』
古
層
の
復
元

『
三

部
経
釈
』
の
研
究
（
五
）

」（
高
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集
『
浄
土
学
佛
教

学
論
叢
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
四
年
、
一
五
七

一
八
三
頁
）、
同
「『
阿
弥

陀
経
釈
』
古
層
復
元
本
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
第
五
四
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一

九
頁
）
参
照
。

(11
)
林
田
康
順
「
東
大
寺
講
説
「
三
部
経
釈
」
に
説
か
れ
る
「
選
択
」
思
想
へ
の
疑

義
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
四
八
巻
第
一
号
、
一
九
九
九
年
、
五
六

六
〇

頁
）
参
照
。

(12
)
林
田
康
順
「
法
然
上
人
「
三
部
経
釈
」
に
説
か
れ
る
「
選
択
」
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
六
九

一
八
九
頁
）

参
照
。

(13
)
林
田
康
順
「
法
然
上
人
に
お
け
る
勝
劣
義
の
成
立
過
程

『
逆
修
説
法
』
か
ら

廬
山
寺
蔵
『
選
択
集
』
へ

」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
八
号
、
一
九
九
九
年
、

三
〇

六
四
頁
）、
同
「
法
然
上
人
に
お
け
る
選
択
思
想
の
成
立

選
択
と
偏
依

」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
四
七
巻
第
二
号
、
一
九
九
九
年
、
一
二
七

一

三
〇
頁
）、
同
「
法
然
上
人
「
選
択
思
想
」
と
「
勝
劣
難
易
二
義
」
の
位
置
」

（『
佛
教
論
叢
』
第
四
三
号
、
一
九
九
九
年
、
三

一
二
頁
）、
同
「
法
然
上
人
に

お
け
る
難
易
義
成
立
の
意
義
〜
機
辺
か
ら
仏
辺
へ
〜
」（『
阿
川
文
正
教
授
古
稀
記

念
論
集
法
然
浄
土
教
の
思
想
と
伝
歴
』
二
〇
〇
一
年
、
二
二
七

二
六
五
頁
）、

同
「
法
然
上
人
に
お
け
る
難
易
義
成
立
の
意
義
〜
『
無
量
寿
経
釈
』
か
ら
『
選
択

集
』
〜
」（『
仏
教
論
叢
』
第
四
五
号
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
六

一
二
三
頁
）、

同
「
法
然
お
け
る
「
選
択
」
思
想
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
佛
教
學
』
第
五
一
号
、

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号

一
四
八



二
〇
〇
九
年
、
二
一

四
六
頁
）
参
照
。

(14
)
井
上
慶
淳
「
漢
語
『
三
部
経
釈
』
に
お
け
る
新
層
古
層
説
の
再
検
討

新
層
の

成
立
過
程
に
つ
い
て

」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
六
九
巻
第
二
号
、
二
〇
二

一
年
、
一
二
八

一
三
一
頁
）
参
照
。

(15
)
下
端
啓
介
「
法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
の
「
古
層
」
の
検
討

「
前
」・「
後
」
の

指
示
語
に
注
目
し
て

」（『
佛
教
大
学
仏
教
学
学
会
紀
要
』
第
二
八
号
、
二
〇
二

三
年
、
一
五
三

一
七
三
頁
）、
同
「
法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
の
「
古
層
」
の
検

討

正
雑
二
行
判
に
注
目
し
て

」（
令
和
五
年
度
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
口
頭

発
表
資
料
）
参
照
。

(16
)
岸
一
英
氏
は
「
古
層
な
部
分
を
指
し
て
、『
三
部
経
釈
』
の
原
形
と
想
定
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
『
三
部
経
釈
』
を
『
逆
修
説
法
』・『
選
択
集
』
よ
り
も
古
い
も
の

と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思
う
。（
中
略
）
そ
の
古
層
な
部
分
に
対

し
て
、『
選
択
集
』
と
の
関
係
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
何
度
か
の
加
筆
・
増
補
が

あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。（
同
「『
逆
修
説
法
』

と
『
三
部
経
釈
』」
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
『
浄
土
宗
典
籍
研
究

研
究
篇
』

同
朋
舍
、
一
九
八
八
、
一
三
七
頁
）。

(17
)
③
は
無
刊
記
で
あ
る
が
『
高
木
文
庫
古
活
字
版
目
録
』（
便
利
堂
、
一
九
三
三

年
、
八
〇
頁
）
に
よ
る
と
元
和
年
間
か
ら
寛
永
年
間
の
刊
行
と
さ
れ
る
。

(18
)
遅
く
と
も
聖
聡
の
時
代
の
『
大
経
釈
』
は
す
で
に
『
選
択
集
』
と
校
合
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
経
直
談
要
註
記
』
巻
一
に
は
『
大
経
釈
』
の
テ
キ
ス

ト
の
本
文
末
に
「
右
於
壱此
ノ
書
一
部
始
終
一ニ
者
、
非
壱ンハ
傳
燈
宗
旨
之
仁
一ニ
、
敢
テ

不
飲可
壱ラ
書
傳
一ス
。
當
飲キ
モ
滲
壱ラ
ス
深
奥
一ヲ
、
非
壱ン
ハ
其
ノ
法
器
一ニ
者
、
巨
益
奈
何
ン
。

且
ハ
所
壱秘
藏
一スル
也
。
且
ハ
憚
壱レハ
外
見
一ヲ
也
。
強
テ
於
鰯テハ
有
壱ル
書
讀
ノ
志
一之
輩
茨ニ
、

師
資
相
承
之
契
約
之
上
ハ
、
懸
壱テ
現
當
二
世
ノ
冥
照
一ニ
令
壱メ
誓
言
一セ
可
飲キ
許
壱可
ス

之
一ヲ
者
也
云云
」（『
浄
全
』
十
三
、
二
五
頁
）
と
あ
る
。
岸
一
英
氏
は
「
こ
れ
は
、

当
時
の
著
作
に
お
け
る
常
套
句
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
無
量
寿
経
私
記
』
が
不
可

他
見
を
明
言
す
る
『
選
択
集
』
の
テ
キ
ス
ト
の
関
係
に
お
い
て
何
ら
か
の
接
点
を

も
つ
も
の
と
、
聖
聰
が
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
も
推
測
で
き
る
」
と
述
べ
て

い
る
。（
同
「『
大
経
直
談
要
註
記
』
に
つ
い
て
」
大
谷
旭
雄
編
『
聖
總
上
人
典
籍

研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
八
九
年
、
一
〇
頁

一
一
頁
）。

(19
)
『
念
仏
本
願
義
』
の
著
者
に
つ
い
て
、
一
般
に
は
長
西
と
さ
れ
て
い
る
が
根
拠

は
曖
昧
で
あ
り
、
長
西
の
門
弟
で
あ
る
念
空
道
教
の
著
で
は
な
い
か
と
す
る
説
も

あ
る
。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
一
二
〇
二
頁
参
照
）。

(20
)
僅
か
な
異
同
で
あ
っ
て
も
別
本
や
異
系
統
の
存
在
を
示
す
証
拠
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
内
容
面

で
大
き
く
異
な
る
箇
所
は
発
見
で
き
て
い
な
い
た
め
、
大
別
す
る
な
ら
ば
、
寛
永

版
系
統
と
大
差
な
い
も
の
を
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
概
観
的
に
判
断
し
た
。
古
写

版
本
に
基
づ
く
引
用
文
の
精
査
お
よ
び
寛
永
版
『
大
経
釈
』
と
『
大
経
直
談
要
註

記
』
所
収
本
と
の
対
比
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

(21
)
石
井
教
道
『
選
択
集
の
研
究

総
論
篇
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
一
年
、
二
一

五

二
一
九
頁
。

(22
)『
直
牒
』
巻
六
（『
浄
全
』
七
、
五
四
二
頁
）。『
浄
全
』
所
収
本
の
底
本
は
明
治

十
七
年
（
一
八
八
四
）
版
と
さ
れ
る
。
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
版
に
も
割
書
き

で
〈
廣
選
擇
全
ク
同
飲之
ニ
〉（
巻
六
、
二
十
七
丁
裏
）
と
あ
る
。

(23
)
寛
永
九
年
版
『
大
経
釈
』
十
三
丁
裏
（『
昭
法
全
』
七
四
頁
）。

(24
)
ち
な
み
に
『
直
牒
』
に
は
「
十
一
丁
」
と
あ
る
が
、
寛
永
版
『
大
経
釈
』
で
は

こ
の
文
が
十
三
丁
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
。

(25
)
広
本
『
選
択
集
』
第
三
章
（『
昭
法
全
』
三
七
一
頁
）。

(26
)
『
決
答
鈔
』
巻
上
（『
浄
土
宗
聖
典
』
五
、
原
文
一
〇
七
頁
、
書
下
三
一
六
頁
）。

『
浄
土
宗
聖
典
』
五
所
収
『
決
答
鈔
』
の
巻
上
は
、
増
上
寺
蔵
聖
聡
書
写
本
を
底

本
と
し
、
千
葉
大
厳
寺
蔵
安
譽
虎
角
真
筆
本
、
京
都
禅
林
寺
蔵
良
皎
書
写
本
（
文

和
二
年
〔
一
三
五
三
〕）、
栃
木
円
通
寺
蔵
名
越
良
順
本
（
文
明
十
八
年
〔
一
四
八

六
〕）、
福
井
西
福
寺
蔵
名
越
良
智
本
（
永
禄
九
年
〔
一
五
六
六
〕）、
慶
安
元
年
版

本
（
一
六
四
八
）、
宝
暦
五
年
版
本
（
一
七
五
五
）
等
と
対
校
し
た
も
の
と
さ
れ

る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
『
浄
全
』
十
所
収
本
（
宝
暦
版
）
で
は
な
く
、『
浄
土
宗

聖
典
』
五
所
収
本
（
諸
本
対
校
）
に
依
っ
た
。

(27
)
寛
永
九
年
版
『
大
経
釈
』
二
十
七
丁
表
裏
（『
昭
法
全
』
八
一
頁
）。
ち
な
み
に

良
忠
撰
『
観
経
疏
伝
通
記
』
散
善
義
（『
浄
全
』
二
、
三
八
九
頁
上
）、
同
『
決
疑

法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

（
岩
谷
隆
法
）

一
四
九



鈔
』
巻
二
（『
浄
全
』
二
一
六
下

二
一
七
頁
上
）
で
は
、
こ
の
文
を
「
廣
本
選

擇
云
…
」「
廣
本
云
…
」
と
典
拠
を
明
記
し
て
引
用
し
て
い
る
。

(28
)
広
本
『
選
択
集
』
第
二
章
「
正
定
ト
イ
フ
ハ
、
法
藏
菩
薩
二
百
一
十
億
ノ
諸
佛

ノ
誓
願
ノ
ナ
カ
ニ
ヲ
イ
テ
、
念
佛
往
生
ノ
願
ニ
エ
ラ
ヒ
サ
タ
ム
。
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ

定
ト
イ
フ
ナ
リ
。
選
擇
ノ
義
マ
タ
シ
モ
ヲ
マ
ツ
ヘ
シ
。
コ
レ
ラ
ノ
コ
ヽ
ロ
ニ
ヨ
ル

カ
ユ
ヘ
ニ
、
念
佛
ヲ
モ
テ
、
ナ
ツ
ケ
テ
正
定
ノ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」（『
昭
法

全
』
三
五
七
頁
）。

(29
)
良
忠
直
筆
の
『
決
答
鈔
』
は
現
存
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
現
存
す
る
『
決
答

鈔
』
の
古
写
版
本
※
註
(26
)が
、
正
確
に
書
写
伝
持
さ
れ
て
き
た
も
の
と
み
た
場

合
、
良
忠
の
時
代
の
『
大
経
釈
』
も
広
本
『
選
択
集
』
と
校
合
編
集
後
の
形
態
で

あ
っ
た
と
類
推
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
筆
者
は
当
該
箇
所
を
翻

刻
資
料
で
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
。
確
度
を
高
め
る
た
め
に
は
『
決
答
鈔
』
の

現
存
古
写
諸
本
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

(30
)
『
法
事
讃
私
記
見
聞
』
巻
下
（『
浄
全
』
四
、
一
三
一
頁
）。
佛
大
蔵
の
無
刊
記

（
江
戸
期
と
さ
れ
る
）
の
版
本
（
外
題
「
新
板
法
事
見
聞
」
下
巻
、
三
丁
表
裏
）

も
同
じ
記
述
で
あ
っ
た
。

(31
)
寛
永
九
年
版
『
阿
弥
陀
経
釈
』
六
丁
表
（『
昭
法
全
』
一
四
九
頁
）。

(32
)
『
決
疑
鈔
』
巻
五
（『
浄
全
』
七
、
三
三
三
頁
）。『
浄
全
』
所
収
本
の
底
本
は
元

禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
忍
徴
開
版
本
と
さ
れ
る
。
永
仁
七
年
（
一
二
九
九
）
の

写
本
と
さ
れ
る
佛
大
蔵
本
（
巻
五
、
三
四
丁
表
）
に
も
同
じ
く
「
上
人
云
」
と
だ

け
あ
り
、
典
拠
と
な
る
文
献
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

(33
)
法
然
遺
文
に
お
い
て
、
こ
の
一
連
の
文
章
に
類
似
す
る
説
示
は
以
下
の
通
り
。

「
十
七
條
御
法
語
」「
觀
經
ノ
三
心
、
小
經
ノ
一
心
不
亂
、
大
經
ノ
願
成
就
ノ
文

ノ
信
心
歡
喜
ト
、
同
流
通
ノ
歡
喜
踊
躍
ト
、
ミ
ナ
コ
レ
至
心
信
樂
之
心
也
ト
云
リ
。

コ
レ
ラ
ノ
心
ヲ
モ
テ
、
念
佛
ノ
三
心
ヲ
釋
シ
タ
マ
ヘ
ル
也
ト
云

云
」（『
昭
法
全
』

四
六
九
頁
）。『
観
経
釈
』「
今
マ
此
ノ
經
ノ
三
心
ハ
卽
チ
開
壱ク
本
願
ノ
三
心
一ヲ
。
爾
ル

故
ハ
至
心
ト
者
至
誠
心
也
。
信
樂
ト
者
深
心
ナ
リ
。
欲
生
我
國
ト
者
ハ
廻
向
發
願
心
ナ

リ
也
」（『
昭
法
全
』
一
二
六
頁
）。

(34
)
『
小
経
隨
聞
講
録
』「
元
祖
ノ
決
疑
鈔
五

巻
卅
五
紙
云
、
本
願
ノ
至
心
信
樂
欲
生
我
國
、
觀
經

ノ
三
心
、
小
經
ノ
一
心
、
皆
三
心
也
ト
」（『
浄
全
』
十
四
、
七
三
九
頁
）。

(35
)
『
選
択
決
疑
鈔
見
聞
』
三
之
本
（『
浄
全
』
七
、
七
八
一
頁
）。『
浄
全
』
所
収
本

は
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
版
と
さ
れ
る
。
香
月
乗
光
氏
の
解
説
（『
浄
全
』

七
、
四
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
の
写
本
が
あ
る
と
い
う
が

筆
者
は
未
確
認
で
あ
る
。

(36
)
寛
永
九
年
版
『
観
経
釈
』
十
二
丁
裏
（『
昭
法
全
』
一
〇
四
頁
）。

(37
)
『
逆
修
説
法
』
初
七
日
（『
昭
法
全
』
二
三
三
頁
）。

(38
)
江
戸
期
の
版
本
『
浄
土
二
蔵
義
見
聞
』
巻
一
（
天
性
寺
文
庫
、
二
十
二
丁
裏
）。

『
浄
全
』
十
二
、
三
六
二

三
六
三
頁
。

(39
)
安
政
四
年
版
『
釈
浄
土
二
蔵
頌
義
見
聞
』
巻
一
（
佛
大
蔵
本
、
二
十
二
丁
裏
）。

こ
の
版
は
『
浄
全
』
所
収
本
の
底
本
と
さ
れ
る
が
『
浄
全
』
十
二
、
三
六
三
頁
の

欄
外
注
（
五
）
は
「
現
流﹅

之
本
未
見
文
」
と
あ
る
。

(40
)
延
宝
三
年
版
『
浄
土
略
名
目
図
見
聞
』
巻
上
（
酉
谷
寺
文
庫
、
十
八
丁
表
）。

こ
の
版
は
『
浄
全
』
所
収
本
の
底
本
と
さ
れ
る
。
他
に
宝
永
三
年
、
元
禄
十
三
年

の
刊
本
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
筆
者
未
見
。

(41
)
『
浄
土
略
名
目
図
見
聞
』
巻
上
（
酉
谷
寺
文
庫
、
十
八
丁
表
）。

(42
)
『
選
択
集
』
第
一
章
（『
昭
法
全
』
三
一
二
頁
）

(43
)
『
逆
修
説
法
』
六
七
日
（『
昭
法
全
』
二
七
〇
頁
）。

(44
)
難
易
二
道
に
関
す
る
説
示
は
、『
往
生
大
要
鈔
』「
聖
道
淨
土
を
ば
難
行
道
易
行

道
と
な
づ
け
た
り
」（『
昭
法
全
』
五
〇
頁
）、『
基
親
取
信
本
願
之
様
』「
聖
道
ト

ハ
即
チ
難
行
道
也
、
是
レ
自
力
ナ
ル
ヲ
以
テ
故
ニ
。
浄
土
門
ト
ハ
易
行
道
也
、
是

レ
他
力
ナ
ル
ヲ
以
テ
故
ニ
」（『
昭
法
全
』
五
〇
頁
）
と
あ
る
。
そ
の
他
『
要
義
問

答
』『
浄
土
宗
略
抄
』
に
も
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
聖
道
浄
土
二
門
判
に
付
随
し

て
登
場
す
る
。

(45
)
『
逆
修
説
法
』
六
七
日
（『
昭
法
全
』
二
七
〇
頁
）。

(46
)
『
選
択
集
』
第
一
章
（『
昭
法
全
』
三
一
二

三
一
三
頁
）。

(47
)
寛
永
九
年
版
『
大
経
釈
』（『
昭
法
全
』
六
七

六
八
頁
）。

(48
)
「
次
以
〜
二
門
也
」
の
一
文
は
、『
大
経
直
談
要
註
記
』
所
収
本
で
は
割
注
で

〈
次
ニ
以
壱テ
横
截
五
悪
趣
ノ
文
一ヲ
釋
壱ス
二
教
ノ
差
別
一ヲ
。
道
綽
淨
影
龍
興
曇
鸞
意
ロ
同

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一
〇
号

一
五
〇



飲之
〉
と
な
っ
て
い
る
。
聖
冏
が
こ
ち
ら
に
近
い
文
章
を
見
て
い
た
と
す
れ
ば
、

曇
鸞
の
難
易
二
道
の
説
示
と
結
び
つ
け
て
、
傍
線
部
の
文
を
聖
冏
自
身
で
作
り
、

「
大
経
私
記
云
」
と
し
て
引
用
し
た
と
も
想
像
で
き
る
。

(49
)
『
大
経
釈
』
の
い
わ
ゆ
る
古
層
と
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
「
浄
土
門
」「
浄
土
法

門
」
と
い
う
語
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
「
聖
道
門
」
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。
た

だ
し
、
い
わ
ゆ
る
新
層
と
さ
れ
る
『
選
択
集
』
同
文
箇
所
（『
昭
法
全
』
九
四
頁
）

に
は
一
回
だ
け
「
聖
道
門
」
の
語
が
出
て
く
る
。
ち
な
み
に
『
観
経
釈
』
に
も

『
選
択
集
』
第
八
章
と
の
同
文
箇
所
（『
昭
法
全
』
一
二
七
頁
）
に
一
回
、『
阿
弥

陀
経
釈
』
に
も
『
選
択
集
』
第
十
六
章
と
の
同
文
箇
所
（『
昭
法
全
』
一
五
七
頁
）

に
一
回
だ
け
出
て
く
る
。
し
か
し
「
三
部
経
釈
」
全
体
の
古
層
と
さ
れ
る
箇
所
に

は
「
聖
道
門
」
の
語
は
一
回
も
出
て
こ
な
い
。

(50
)
柴
田
泰
山
氏
は
「
法
然
の
遺
文
を
整
理
し
て
み
て
も
、『
往
生
要
集
釈
』
や

『
無
量
寿
経
釈
』
に
見
ら
れ
る
「
聖
道
門
」
の
用
例
は
、
法
然
以
外
に
よ
る
加
筆

の
可
能
性
も
高
く
、
も
と
も
と
は
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
〔
中
略
：『
無
量

寿
経
釈
』（『
昭
法
全
』
六
七
頁
）
の
引
用
〕
と
い
う
記
述
に
見
ら
れ
る
「
聖
道

教
」「
浄
土
教
」
と
い
う
表
現
が
、
法
然
に
お
け
る
『
安
楽
集
』
使
用
の
初
期
の

用
例
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。〔
中
略
〕
そ
の
後
、『
逆
修
説
法
』
二
七
日
で
は

〔
中
略
：『
逆
修
説
法
』（『
昭
法
全
』
二
四
一
頁
）
の
引
用
〕
と
説
示
し
、「
聖
道

浄
土
二
門
」、
つ
ま
り
「
聖
道
門
」「
浄
土
門
」
と
い
う
区
別
が
明
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
」
と
述
べ
て
い
る
。（
同
「『
選
択
集
』
に
見
ら
れ
る
修
辞
的
表

現
」『
三
康
文
化
研
究
所
年
報
』
第
五
三
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
三
九

一
四
〇

頁
）。

(51
)
註
(48
)参
照
。
聖
冏
独
自
の
教
判
と
し
て
二
蔵
二
教
性
頓
相
頓
判
が
知
ら
れ
る
。

聖
冏
は
禅
宗
等
か
ら
の
寓
宗
批
判
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
宗
祖
以
来
の
聖
道
浄
土

二
門
判
を
採
用
せ
ず
に
伝
菩
提
流
支
撰
『
麒
麟
聖
財
論
』、
伝
法
然
撰
『
弥
陀
本

願
義
疏
』『
浄
土
布
薩
式
』
等
の
偽
撰
と
さ
れ
る
も
の
を
積
極
的
に
引
用
し
て
新

た
な
教
判
を
提
唱
し
た
と
さ
れ
る
。「
建
暦
法
語
」
な
る
法
語
を
法
然
に
仮
託
し

て
記
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
望
月
信
亨
氏
に
よ
れ
ば
、
聖
冏
は
こ
れ

ら
の
由
緒
が
不
明
瞭
な
文
献
だ
け
を
も
っ
て
新
教
判
を
案
出
し
た
の
で
は
な
く
、

そ
の
根
底
に
は
別
の
由
来
と
し
て
『
大
経
釈
』
に
説
か
れ
る
頓
漸
二
教
判
が
あ
っ

た
と
推
察
し
て
い
る
。（
同
『
浄
土
教
之
研
究
』
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
年
、

一
〇
〇
一

一
〇
一
五
頁
参
照
）。

(52
)
註
(29
)参
照
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
三
十
年
六
月
二
十
二
日
の
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
平

成
三
十
年
度
第
三
回
全
体
会
に
お
い
て
、
口
頭
発
表
し
た
資
料
を
加
筆
修
正
し
た
も
の

で
あ
る
。

（
い
わ
や

り
ゅ
う
ほ
う

嘱
託
研
究
員
）

法
然
門
下
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
引
用

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

（
岩
谷
隆
法
）

一
五
一


